
安全安心まちづくり通信

山形県・山形県警察本部

令和２年中（１月～１２月）における山形県の刑法犯認知件数は、３，０８５件で、
前年に比べて１９０件減少しました。
県内の刑法犯認知件数は年々減少しており、ピーク時の平成１４年（１４，３３１件）
と比べると、４分の１以下となっています。

山形県の刑法犯認知状況

令和３年３月

刑法犯全体では減少し

ていますが、罪種別の件
数を前年と比較してみると
「侵入窃盗」が大きく増加
しています。

「侵入窃盗」の被害防
止のために重要なの
は、

地域全体で、施錠の励
行に努めましょう！！

カモンくん

令和２年中における
罪種別認知状況

罪種 認知件数 前年比

凶悪犯 ３７ ２７

粗暴犯 ５０６ －７０

窃盗犯 １，９５９ －１３９

侵入窃盗 ４２０ ８６

乗り物盗 ２９４ －１１３

非侵入窃盗 １，２４５ －１１２

知能犯 １７４ １８

風俗犯 ３３ －５

その他刑法犯 ３７６ －２１

合計 ３，０８５ －１９０

鍵掛け！
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刑法犯認知件数の推移（１０年間）



山形県・山形県警察本部

特殊詐欺の被害にあわないために

カモンくん

特殊詐欺には、様々な手口がありますが、だましに使われる「キーワード」が
存在します。代表的なものを紹介しますので、みんなで共有して、被害を防ぎま
しょう！！

警察庁では、インターネットに特殊詐欺対策ページを開設し、特殊詐欺の
様々な手口や被害に遭わないための対策等を掲載しています！

詳細は、インターネット検索画面から、「警察庁特殊詐欺対策」で検索🔎

サポート詐欺とは、パソコンの画面に偽のウイルス感染等の警告画面が
表示され、ウイルス対策や問題解決のための費用と称して、電子マネーを
だまし取るというものです（クレジットカードの番号を入力させて、不正に利
用されるケースも確認されています）！
山形県警察では、YouTube（ユーチューブ）チャンネルで、警察官が
騙されたふりをしてサポート詐欺の犯人とやりとりした様子を公開
しています。インターネット検索画面から

「山形県警察ユーチューブ」で検索🔎

警告

特殊詐欺に使われる「だましのキーワード」
～以下の【キーワード】に1つでも該当したら詐欺の可能性大、→に従った対応をとって被害を防ぎましょう～

【 キーワード 】

【電話編（こんな電話は詐欺）】
〇 警察官や金融機関職員を名乗る者からの電話
・「あなたの個人情報が洩れています」
・「通帳・キャッシュカードを預かります」
・「あなたの口座が悪用されています」
〇 自治体職員を名乗る者からの電話
・「還付金があります」

【メール編（こんなメールは詐欺）】
・ 「未納料金の督促」、「高額当選」、「身に覚え
のない商品購入」に関するもの

・ メールに記載された電話番号への連絡やURL
へのアクセスを求めるもの

【ハガキ・封書編（こんなハガキや封書は詐欺）】
・ 訴訟や未納料金の督促に関する内容のもの

〇メールやハガキなどに記載さ
れた番号には電話しない
URLにアクセスしない

〇最寄りの警察署、交番、駐在
所に相談する

【 対 応 】

〇一旦必ず電話を切る

〇最寄りの警察署、交番、駐在
所に相談する

被害や相談が増えている手口の紹介
～「サポート（テクニカルサポート）詐欺」に注意～


